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61

一　

は
じ
め
に

二　

宋
江
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変

三　

燕
青
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変

四　

そ
の
他
の
人
物
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変

五　

お
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

梁
山
泊
の
首
領
で
あ
る
宋
江
は
、
頻
繁
に
泣
く
。
そ
の
泣
き
虫
ぶ
り
は
、『
三
国
志
演
義
』
の
劉
備
、『
西
遊
記
』
の
三
蔵
玄
奘
等
と
も

共
通
す
る
。
宋
江
に
限
ら
ず
、『
水
滸
伝
』
で
描
か
れ
る
多
く
の
泣
き
描
写
は
、
人
物
像
の
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
。
特

に
明
末
清
初
に
編
ま
れ
た
金
聖
嘆
批
評
『
水
滸
伝
』（
以
下
、「
金
聖
嘆
本
」、「
金
本
」、「
金
」
と
略
称
）
で
は
、
泣
き
描
写
の
人
物
像
へ

の
影
響
を
意
識
し
た
改
変
や
評
語
が
散
見
さ
れ
る
。
金
聖
嘆
の
改
変
や
批
評
に
つ
い
て
の
研
究
は
盛
ん
だ
が
、
金
聖
嘆
が
感
情
表
現
に
施
し

た
改
変
に
つ
い
て
の
論
考
、
或
い
は
長
篇
白
話
小
説
と
感
情
表
現
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
更
に
は
後
述
す
る
よ
う

な
、
感
情
表
現
に
対
す
る
改
変
が
人
物
像
の
形
成
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
深
く
言
及
し
た
研
究
も
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
は
、
金
聖
嘆
本
で
改
変
さ
れ
た
泣
き
描
写
や
評
語
の
調
査
か
ら
、
金
聖
嘆
本
で
の
泣
き
描
写
の
改
変
意
図
や
効
果
、
或
い
は
そ
の
価

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

石

川

就

彦

金
聖
嘆
本
『
水
滸
伝
』
の
泣
き
描
写
と
批
評
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値
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二　

宋
江
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変

金
聖
嘆
が
改
変
し
た
泣
き
描
写
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き
は
宋
江
と
燕
青
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
宋
江
、
次
章
で
は
燕
青
の

泣
き
描
写
を
中
心
に
改
変
状
況
を
整
理
し
考
察
す
る
。
尚
、
調
査
の
対
象
と
す
る
語
句
は
泣
き
を
表
す
動
詞
の
み
に
限
定
し
、「
哭
」「
泣
」

「
号
」「
啼
」「
涙
」「
涕
」「
慟
」「（
哽
）
咽
」
の
八
種
と
し
た
。

『
水
滸
伝
』
で
最
も
多
く
泣
く
の
は
宋
江
で
あ
る
。
容
本
に
お
け
る
宋
江
の
泣
き
は
、
全
百
六
十
回
の
泣
き
描
写
の
う
ち
四
十
四
回
（「
哭
」

二
十
三
回
、「
涙
」
十
九
回
、「
泣
」・「
涕
」
各
一
回
）
に
も
上
る
。
こ
れ
は
全
体
の
二
七
・
五
％
を
占
め
、
他
の
人
物
と
比
べ
て
群
を
抜

く
。
宋
江
の
泣
き
の
要
因
を
見
る
と
、
父
に
対
す
る
「
孝
」、
仲
間
に
対
す
る
「
義
」、
国
や
皇
帝
に
対
す
る
「
忠
」
に
起
因
す
る
も
の
が

混
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
孝
」「
義
」「
忠
」
に
起
因
す
る
泣
き
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
三
つ
の
精
神
を
共
に
重
ん
じ
る
、
宋
江

自
身
の
複
雑
な
精
神
構
造
が
表
出
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
宋
江
の
泣
き
描
写
に
改
変
が
施
さ
れ
た
の
は
二
例
あ
り
、
そ
こ
に
は
金
聖
嘆

の
宋
江
に
対
す
る
態
度
が
大
い
に
表
れ
て
い
る
。

〈
二－

一
〉
晁
蓋
が
死
に
瀕
し
て
い
る
場
面
〔
金
本
第
五
九
回
〕

	

【
容
】
宋
江
等
守
定
在
床
前
啼
哭
親
手
敷
貼
藥
餌
灌
下
湯
散
衆
頭
領
都
守
在
帳
前
看
視

	

【
徳
】
宋
江
等
守
定
在
床
前
啼
哭
親
手
敷
貼
藥
餌
灌
下
湯
散
衆
頭
領
都
守
在
帳
前
看
視

	

【
金
】
宋
江
　
守
定
在
床
前
啼
哭
［
夾
批
Ａ
］　　
　
　
　

 
衆
頭
領
都
守
在
帳
前
看
視
［
夾
批
Ｂ
］

　
　
　

	

（
宋
江
は
枕
も
と
に
付
き
添
っ
て
声
を
あ
げ
て
泣
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
頭
領
た
ち
も
み
な
病
床
の
そ
ば
へ
集
ま
り
見
守
っ
た
。）

	

【
夾
批
Ａ
】		

俗
士
讀
之
，
便
謂
宋
江
好
，
不
知
正
極
寫
宋
江
之
詐
也
。
〇
哭
亦
何
罪
，
但
通
長
讀
之
，
殊
復
不
堪
耳
，
我
生
生
世
世
，

不
願
見
此
等
人
。

	
	
	
	
	
	
	（

俗
人
は
こ
れ
を
読
み
、
宋
江
は
良
い
と
言
う
が
、
正
に
宋
江
の
権
詐
を
書
き
尽
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
〇
泣
く

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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こ
と
に
何
の
罪
が
あ
る
の
か
。
し
か
し
こ
れ
を
全
て
読
む
と
、
特
に
聞
く
に
堪
え
な
い
。
私
は
何
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て

も
、
こ
の
よ
う
な
人
と
出
会
い
た
く
な
い
。）

	
【
夾
批
Ｂ
】	

宋
江
獨
哭
，
難
乎
其
爲
下
也
，
衆
人
不
哭
，
難
乎
其
爲
上
也
，
獨
哭
，
宋
江
今
日
之
惡
也
，
不
哭
，
宋
江
平
日
之
惡
也
。

	
	
	
	
	
	
	（

宋
江
一
人
が
泣
く
の
を
、
下
と
す
る
の
は
難
し
く
、
他
の
頭
領
た
ち
が
泣
か
な
い
の
を
、
上
と
す
る
の
は
難
し
い
が
、

一
人
だ
け
泣
く
の
は
、
宋
江
の
今
日
の
悪
事
で
、
泣
か
な
い
の
は
、
宋
江
の
平
時
の
悪
事
で
あ
る
。）

こ
こ
で
容
本
・
徳
本
が
「
宋
江
等
が
啼
哭
し
た
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
金
本
は
「
宋
江
が
啼
哭
し
た
」
と
改
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

晁
蓋
を
看
病
す
る
描
写
を
削
除
し
、
兄
弟
た
ち
が
見
守
る
描
写
に
繋
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
夾
批
が
二
つ
あ
る
。
夾
批
Ａ
・
Ｂ
は
共
に
、
宋

江
の
「
権
詐
」
を
批
判
し
、
金
聖
嘆
が
宋
江
に
批
判
的
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
回
の
回
初
総
評
に
次
の

よ
う
な
文
が
あ
る
。

〈
二－

二
〉
金
本
第
五
九
回
回
初
総
評

	

通
篇
皆
用
深
文
曲
筆
，
以
深
明
宋
江
之
弑
晁
葢
。
如
風
吹
旗
折
，
呉
用
獨
諫
，
一
也
。（
略
）
守
定
啼
哭
，
不
商
療
治
，
五
也
。（
略
）

	
	（〔

こ
の
〕
一
篇
で
は
皆
深
遠
で
遠
回
し
な
文
章
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
で
も
っ
て
宋
江
が
晁
蓋
を
殺
し
た
こ
と
を
非
常
に
明
ら

か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
そ
れ
は
〕
例
え
ば
風
吹
き
旗
折
れ
、
呉
用
が
た
だ
一
人
諫
め
た
、
こ
れ
が
一
つ
目
で
あ
る
。（
略
）〔
晁

蓋
を
〕
見
守
っ
て
啼
哭
し
、
治
療
の
相
談
を
し
な
い
、
こ
れ
が
五
つ
目
で
あ
る
。（
略
））

回
初
総
評
で
金
聖
嘆
は
、
宋
江
が
晁
蓋
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
場
面
を
十
場
面
列
挙
し
、
そ
の
五
つ
目
に
宋
江
が
臥
せ

る
晁
蓋
の
治
療
を
す
る
で
も
な
く
た
だ
見
守
っ
て
「
啼
哭
」
し
て
い
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。

〈
二－

三
〉
安
道
全
に
よ
っ
て
宋
江
の
病
が
平
癒
し
た
直
後
の
場
面
〔
金
本
第
六
四
回
〕
	

【
容
】
宋
江
纔
得
病
好
便　

與
呉
用
　
　
商
量
要
打
北
京
救
取
盧
員
外
石
秀
以
表
忠
義
之
心



64慶應義塾中国文学会報　第４号
	

【
徳
】	

宋
江
纔
得
病
好
便　

與
呉
用
　
　
商
量
要
打
北
京
救
取
盧
員
外
石
秀

	

【
金
】	

宋
江
纔
得
病
好
便
又
對
衆
　
灑
淚
商
量
要
打
大
名
救
取
盧
員
外
石
秀
［
夾
批
］

	
	
	
	
	（

宋
江
は
病
気
が
や
っ
と
よ
く
な
る
と
、
さ
っ
そ
く
ま
た
も
や
一
同
に
向
か
っ
て
、
大
名
府
を
攻
め
、
盧
の
旦
那
と
石
秀
を
救

い
だ
そ
う
と
涙
な
が
ら
に
相
談
を
も
ち
か
け
た
。）

	

【
夾
批
】	

看
他
灑
淚
二
字
，
可
謂
醜
極
，
仍
不
爲
晁
天
王
報
仇
灑
淚
，
故
惡
之
也
。

	
	
	
	
	
	（

宋
江
が
涙
を
流
す
と
い
う
二
字
を
見
る
と
、
極
め
て
見
苦
し
い
。
相
変
わ
ら
ず
晁
蓋
の
仇
を
討
つ
こ
と
を
せ
ず
に
涙
を
流

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
宋
江
の
こ
と
を
憎
ん
で
い
る
。）

〈
二－

三
〉
で
は
、「
呉
用
に
相
談
し
た
」（
容
本
・
徳
本
）
を
「
皆
に
向
か
っ
て
涙
を
流
し
て
相
談
し
て
」
と
改
変
し
て
い
る
。
そ
こ
に

附
せ
ら
れ
た
夾
批
に
は
「
極
め
て
見
苦
し
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宋
江
を
敢
え
て
兄
弟
た
ち
の
面
前
で
泣
か
せ
て
醜
態
を
晒
さ
せ
よ
う

と
し
た
と
分
か
る
。
更
に
は
、
晁
蓋
の
仇
討
ち
前
に
泣
く
こ
と
に
対
す
る
批
判
も
見
え
、
こ
の
改
変
か
ら
は
既
存
の
宋
江
の
人
物
像
を
改

め
よ
う
と
す
る
強
い
意
図
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

宋
江
の
泣
き
描
写
の
改
変
は
以
上
の
二
箇
所
に
止
ま
る
が
、
こ
れ
ら
だ
け
で
も
金
聖
嘆
が
宋
江
に
批
判
的
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が

明
白
で
あ
る
。

更
に
、
改
変
さ
れ
て
い
な
い
泣
き
描
写
に
附
せ
ら
れ
た
評
語
か
ら
も
金
聖
嘆
の
宋
江
の
泣
き
に
対
す
る
評
価
が
分
か
る
。

〈
二－

四
〉
江
州
に
流
さ
れ
る
中
途
、
梁
山
泊
入
り
を
固
辞
し
て
涙
を
流
す
宋
江
〔
金
本
第
三
五
回
〕

	

【
金
】	

説
罷
淚
如
雨
下
便
拜
倒
在
地
［
夾
批
］

	
	
	
	

（
こ
う
い
い
お
わ
る
と
、
涙
の
雨
を
降
ら
し
て
、
そ
の
場
に
ど
っ
と
ひ
ざ
ま
ず
い
た
。）

	

【
夾
批
】	�

極
寫
宋
江
權
術
，
何
也
，
忠
孝
之
性
，
生
于
心
，
發
於
色
，
誠
不
可
奪
，
雖
用
三
軍
奪
一
匹
夫
而
不
可
得
也
，
如
之
何
其

至
于
哭
乎
，
哭
者
，
人
生
暢
遂
之
情
，
非
此
時
之
所
得
來
也
。

	
	
	
	
	
	（

宋
江
の
策
略
を
書
き
尽
し
て
い
る
。
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
。
忠
孝
の
性
質
は
心
に
生
じ
、
表
情
に
表
れ
る
。
本
当
に
奪
い
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取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
軍
を
使
っ
て
一
人
の
匹
夫
を
奪
い
取
ろ
う
と
し
て
も
奪
い
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
に
宋
江
は
泣
く
に
至
っ
た
の
か
。
泣
く
と
い
う
の
は
、
人
生
の
中
で
自
然
と
芽
生
え
て
く
る
感
情
で
あ
り
、

こ
う
い
っ
た
時
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。）

〈
二－

五
〉
李
逵
が
母
を
食
べ
た
虎
を
殺
し
た
後
、
母
を
埋
葬
し
て
泣
い
て
い
る
場
面
〔
金
本
第
四
二
回
〕

	

【
金
】	

李
逵
大
哭
了
一
塲
［
夾
批
］

	
	
	
	

（
李
逵
は
ひ
と
し
き
り
声
を
あ
げ
て
泣
い
た
）

	

【
夾
批
】		

寫
得
生
盡
其
愛
，
養
盡
其
勞
，
葬
盡
其
誠
，
哭
盡
其
哀
，
眞
正
仁
人
孝
子
，
不
與
宋
江
權
詐
一
樣
。

	
	
	
	
	
	（

愛
情
を
尽
く
し
て
生
き
、
労
苦
を
厭
わ
ず
養
い
、
誠
心
を
持
っ
て
葬
り
、
哀
れ
み
を
抱
い
て
哭
す
。
こ
れ
こ
そ
が
真
の
仁

徳
の
あ
る
孝
行
者
で
あ
り
、
宋
江
の
権
詐
と
は
異
な
る
。）

〈
二－

四
〉・〈
二－

五
〉
で
は
い
ず
れ
も
宋
江
の
「
権
詐
」
を
非
難
す
る
。
特
に
〈
二－

五
〉
で
は
、
李
逵
の
泣
き
を
引
き
合
い
に
出
し

て
ま
で
も
宋
江
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
金
聖
嘆
の
宋
江
へ
の
批
判
的
態
度
は
一
貫
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
金
聖
嘆
の
宋
江
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変
は
全
て
、
宋
江
の
人
物
像
の
歪
曲
と
批
判
を
意
図
し
た
マ
イ
ナ
ス
方

向
の
改
変
で
あ
る
と
言
え
る
。

金
聖
嘆
は
、
明
末
と
い
う
白
話
小
説
の
爛
熟
期
に
至
っ
て
出
現
し
た
批
評
家
の
代
表
的
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
金
聖
嘆
は
宋
江
の
「
権

詐
」
を
繰
り
返
し
非
難
し
て
い
る
が
、
泣
き
描
写
に
お
い
て
も
同
様
の
評
語
を
附
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
金
聖
嘆

は
宋
江
の
泣
き
描
写
の
中
か
ら
、
宋
江
の
欺
瞞
性
を
見
出
だ
し
、
そ
れ
に
対
し
て
強
い
反
感
を
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
既
に

通
行
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
感
情
表
現
の
改
変
を
利
用
し
た
批
評
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
末
清
初
に
お
け
る
批
判
精
神

や
反
発
精
神
の
よ
う
な
思
想
面
の
深
化
の
一
側
面
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
更
に
は
表
現
技
法
の
深
化
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に

宋
江
に
激
し
い
非
難
を
浴
び
せ
る
金
聖
嘆
だ
が
、
一
方
で
燕
青
に
対
し
て
は
好
意
的
な
改
変
を
施
し
て
い
る
。
燕
青
の
泣
き
描
写
に
対
す

る
改
変
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
。

（
8
）

（
9
）
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三　

燕
青
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変

容
本
・
徳
本
に
お
い
て
、
燕
青
の
泣
き
描
写
は
五
場
面
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
、
主
人
で
あ
る
盧
俊
義
に
対
す
る
泣
き
が
四
場
面
、
徽

宗
皇
帝
に
対
す
る
泣
き
が
一
場
面
存
在
す
る
。
燕
青
の
全
て
の
泣
き
に
共
通
す
る
の
は
、
燕
青
自
身
が
「
従
」
の
立
場
で
あ
り
、「
主
」
の

為
に
泣
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
燕
青
の
泣
き
は
全
て
「
忠
」
の
精
神
に
起
因
し
た
泣
き
な
の
で
あ
る
。

金
聖
嘆
が
燕
青
の
「
忠
」
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
彼
の
評
語
に
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
金
本
第
六
〇
回
の
回
初
総
評
に
は
「
風
流
者

篤
其
忠
貞
（
風
流
者
は
忠
貞
に
篤
い
）」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
風
流
者
」
と
は
燕
青
を
指
す
。
ま
た
こ
の
一
節
か
ら
は
、

金
聖
嘆
が
燕
青
の
「
忠
」
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

容
本
・
徳
本
で
は
、
第
七
一
回
ま
で
に
「
哭
」「
涙
」
共
に
二
回
ず
つ
現
れ
る
が
、
金
本
で
は
「
哭
」「
涙
」
共
に
三
回
ず
つ
に
増
加
し

て
い
る
。
泣
き
描
写
の
改
変
が
施
さ
れ
た
三
場
面
を
以
下
に
示
す
。
尚
、
一
部
の
評
語
は
省
略
し
た
。

〈
三－

一
〉
盧
俊
義
が
泰
山
参
り
に
出
掛
け
る
場
面
〔
金
本
第
六
〇
回
〕

	

【
容
】		

分
付
娘
子
好
生
看
家
多
便
三
箇
月
少
只
四
五
十
日
便
回
賈
氏
道
丈
夫
路
上
小
心
頻
寄
書
信
回
來
家
中
知
道
説
罷
燕
青
在
面
前

拜
了　
　
　

盧
俊
義
分
付
道
小
乙
在
家
凢
事
向
前
不
可
出
去
三
瓦
兩
舍
打
鬨
燕
青
道
主
人
在
上
小
乙
不
敢
偸
工
夫
閑
耍
主
人

如
此
出
行　
　

怎
敢
怠
慢

	

【
徳
】		

分
付
娘
子
好
生
看
家
多
便
三
箇
月
少
只
四
五
十
日
便
回
賈
氏
道
丈
夫
路
上
小
心
頻
寄
書
信
回
來　
　
　
　

説
罷
燕
青
在
面
前

拜
了　
　
　

盧
俊
義
分
付
道
小
乙
在
家
凡
事
向
前
不
可
出
去
三
瓦
兩
舍
打
鬨
燕
青
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
人

如
此
出
行
小
乙
怎
敢
怠
慢

	

【
金
】		

分
付
娘
子
好
生
看
家
多
便
三
箇
月
少
只
四
五
十
日
便
回
賈
氏
道
丈
夫
路
上
小
心
頻
寄
書
信
回
來　
　
　
　

説
罷
燕
青
流
淚
拜

別
［
夾
批
］
盧
俊
義
分
付
道
小
乙
在
家
凡
事
向
前
不
可
出
去
三
瓦
兩
舍
打
鬨
燕
青
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
人

如
此
出
行
小
乙
怎
敢
怠
慢

	
	
	
	
	（

妻
に
、「
家
の
こ
と
は
頼
む
。
長
く
て
三
月
、
早
け
れ
ば
四
、
五
十
日
で
戻
っ
て
く
る
」
と
い
ま
し
め
た
。
賈
氏
は
、「
あ
な

（
10
）

（
11
）
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た
、
道
中
は
な
に
と
ぞ
お
気
を
つ
け
な
さ
い
ま
し
。
手
紙
を
せ
っ
せ
と
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ね
」
そ
の
言
葉
が
お
わ
る
と
、
燕

青
は
涙
を
流
し
て
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
。
盧
俊
義
は
い
い
つ
け
て
、「
お
ま
え
は
家
に
お
っ
て
、
す
べ
て
切
り
ま
わ
し
て
く

れ
。
色
街
へ
行
っ
て
羽
根
を
の
ば
さ
な
い
よ
う
に
な
」〔
燕
青
は
言
っ
た
、〕「
ご
主
人
が
旅
立
た
れ
る
と
い
う
の
に
、
わ
た
し

が
ど
う
し
て
怠
け
た
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
」（
括
弧
〔
〕
内
は
筆
者
に
よ
る
））

	

【
夾
批
】		
寫
娘
子
昨
日
流
淚
，
今
日
不
流
淚
也
，
却
恐
不
甚
明
顯
，
又
特
地
緊
接
燕
青
流
淚
，
以
形
擊
之
，
妙
筆
妙
筆
。

	
	
	
	
	
	（

賈
氏
は
昨
日
涙
を
流
し
、
今
日
は
涙
を
流
さ
な
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
あ
ま
り
明
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め

わ
ざ
わ
ざ
続
け
て
燕
青
に
涙
を
流
さ
せ
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
賈
氏
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
だ
。
素
晴
ら
し
い
、
素
晴
ら
し

い
。）

〈
三－

一
〉
の
場
面
に
つ
い
て
、
燕
青
が
盧
俊
義
に
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
だ
け
の
描
写
が
、
金
本
で
は
燕
青
が
涙
を
流
し
な
が
ら
拝
し
て

い
る
描
写
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
き
換
え
の
意
図
は
直
後
の
夾
批
か
ら
知
り
得
る
。
夾
批
に
あ
る
「
寫
娘
子
昨
日
流
淚
」
は
、

盧
俊
義
に
一
日
先
立
っ
て
出
発
し
た
李
固
（
賈
氏
の
姦
通
相
手
）
を
見
送
り
な
が
ら
賈
氏
が
泣
い
た
こ
と
を
指
す
。
金
聖
嘆
は
燕
青
を
泣

か
せ
る
こ
と
で
、
愛
人
の
李
固
に
対
し
て
は
泣
き
、
夫
の
盧
俊
義
に
対
し
て
は
泣
か
な
い
賈
氏
の
不
貞
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
た

が
、
そ
れ
が
同
時
に
燕
青
の
「
忠
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
燕
青
が
泣
く
こ
と
で
、
盧
俊
義
を
心
配
す
る
気
持
ち
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。

〈
三－

二
〉
梁
山
泊
か
ら
戻
っ
て
城
内
に
入
ろ
う
と
す
る
盧
俊
義
の
前
に
燕
青
が
現
れ
る
場
面
〔
金
本
第
六
一
回
〕

	

【
容
】		

次
日
早
晨
盧
俊
義
離
了
村
店
飛
逩
入
城
尚
有
一
里
多
路
只
見
一
人
頭
巾
破
碎
衣
裳
藍
褸
看
着
盧
俊
義
納
頭
便
拜
盧
俊
義
擡
眼

看
時
却
是
浪
子
燕
青
便
問
燕
青
你
怎
地
這
般
模
様
（
略
）
盧
俊
義
大
怒
喝
罵
燕
青
道
我
家
五
代
在
北
京
住
誰
不
識
得
量
李
固

有
幾
顆
頭
敢
做
恁
般
勾
當
莫
不
是
你
做
出
歹
事
來
今
日
到
來
反
説
我
到
家
中
問
出
虛
實
必
不
和
你
干
休
燕
青
痛
哭
拜
倒
地
下

拖
住
主
人
衣
服
盧
俊
義
一
脚
踢
倒
燕
青
大
踏
歩
便
入
城
來

	

【
徳
】		

次
日
早
晨
盧
俊
義
離
了
村
店
飛
逩
入
城
尚
有
一
里
多
路
只
見
一
人
頭
巾
破
碎
衣
裳
藍
褸
看
着
盧
俊
義
納
頭
便
拜
盧
俊
義
擡
眼
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看
時
却
是
浪
子
燕
青
便
問
小
乙
你
怎
地
這
般
模
様
（
略
）
盧
俊
義
大
怒
喝
罵
燕
青
道
我
家
五
代
在
北
京
住
誰
不
識
得
量
李
固

有
幾
顆
頭
敢
做
恁
般
勾
當
莫
不
是
你
做
出
歹
事
來
今
日
到
來
反
説
我
到
家
中
問
出
虛
實
必
不
和
你
干
休
燕
青
痛
哭
拜
倒
地
下

拖
住
主
人
衣
服
盧
俊
義
一
脚
踢
倒
燕
青
大
踏
歩
便
入
城
來

	
【
金
】		

次
日
早
晨
盧
俊
義
離
了
村
店
飛
奔
入
城
尚
有
一
里
多
路
只
見
一
人
頭
巾
破
碎
衣
裳
襤
褸
看
着
盧
俊
義
伏
地
便
哭
盧
俊
義
擡
眼

看
時
却
是
浪
子
燕
青
便
問
小
乙
你
怎
地
這
般
模
様
（
略
）
盧
俊
義
大
怒
喝
罵
燕
青
道
我
家
五
代
在
北
京
住
誰
不
識
得
量
李
固

有
幾
顆
頭
敢
做
恁
般
勾
當
莫
不
是
你
做
出
歹
事
來
今
日
到
來
反
説
我
到
家
中
問
出
虛
實
必
不
和
你
干
休
燕
青
痛
哭
爬
倒
地
下

拖
住
員
外
衣
服
盧
俊
義
一
脚
踢
倒
燕
青
大
踏
歩
便
入
城
來

　
　
　

	
	（

翌
朝
は
や
く
村
の
宿
屋
を
出
て
城
内
へ
急
い
だ
が
、
あ
と
一
里
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
破
れ
頭
巾
を
か
ぶ
り
身
に
ぼ
ろ
を
ま
と
っ

た
男
が
盧
俊
義
を
見
る
と
、
地
べ
た
に
平
伏
し
て
声
を
あ
げ
て
泣
き
だ
し
た
。
盧
俊
義
が
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
な
ん
と
浪
子

の
燕
青
で
は
な
い
か
。「
お
い
、
ど
う
し
た
、
そ
の
ざ
ま
は
」（
略
）
盧
俊
義
は
か
っ
と
な
っ
て
、
燕
青
を
頭
ご
な
し
に
の
の

し
っ
て
、「
わ
し
の
家
は
五
代
に
わ
た
り
北
京
に
住
ん
で
き
て
、
知
ら
な
い
者
の
な
い
ほ
ど
の
家
だ
。
李
固
が
首
を
い
く
つ
も

も
ち
あ
わ
せ
で
も
し
な
い
こ
と
に
は
、
そ
ん
な
真
似
な
ど
で
き
る
も
ん
か
。
き
さ
ま
、
な
に
か
不
都
合
を
は
た
ら
き
お
っ
て
、

先
ま
わ
り
し
て
悪
口
を
い
い
に
き
た
の
だ
な
。
家
に
帰
っ
て
真
相
を
調
べ
あ
げ
、
き
さ
ま
を
そ
の
ま
ま
に
は
し
て
お
か
ん
ぞ
」

燕
青
は
お
い
お
い
泣
い
て
地
面
に
ひ
れ
伏
し
な
が
ら
主
人
の
着
物
に
と
り
す
が
っ
た
。
盧
俊
義
は
燕
青
を
蹴
と
ば
す
と
、
す

た
す
た
と
城
内
へ
向
か
っ
た
。）

〈
三－

二
〉
の
場
面
で
は
、
二
箇
所
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
帰
路
の
途
中
の
盧
俊
義
の
前
に
突
然
燕
青
が
現
れ
た

場
面
で
、
容
本
・
徳
本
で
「
納
頭
便
拜
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
金
本
は
「
伏
地
便
哭
」
と
改
め
て
い
る
。
主
人
の
盧
俊
義
に
平
伏
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
泣
き
の
描
写
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
直
後
、
燕
青
は
盧
俊
義
を
説
得
し
て
引
き
留
め
よ
う
と
す
る
が
、
盧

俊
義
は
取
り
合
わ
な
い
。
そ
れ
で
も
燕
青
は
泣
き
な
が
ら
必
死
に
訴
え
、
そ
の
描
写
が
「
拜
倒
地
下
」
か
ら
「
爬
倒
地
下
」
に
書
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
書
き
換
え
は
、
盧
俊
義
の
前
に
現
れ
た
真
意
を
告
げ
る
前
に
既
に
感
極
ま
っ
て
い
る
燕
青
の
、
盧
俊
義
を
思
う

強
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
泣
き
描
写
に
付
随
す
る
表
現
の
改
変
で
は
あ
る
が
、「
拜
」
か
ら
「
爬
」
に
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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燕
青
が
地
面
に
這
い
蹲
っ
て
い
る
情
景
が
浮
か
び
、
主
人
を
救
う
為
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
二
箇
所
の
書
き
換
え

は
、〈
三－

一
〉
と
同
様
、
い
ず
れ
も
燕
青
の
盧
俊
義
に
対
す
る
「
忠
」
を
強
調
す
る
効
果
を
生
む
。

〈
三－
三
〉
投
獄
さ
れ
た
盧
俊
義
に
差
し
入
れ
を
し
た
い
と
、
燕
青
が
牢
番
の
蔡
福
に
哀
願
す
る
場
面
〔
金
本
第
六
一
回
〕

	

【
容
】		
蔡
福
起
身
出
離
牢
門
來
只
見
司
前
墻
下
轉
過
一
箇
人
來
手
裏
提
着
飯
罐
面
帶
憂
容　
　
　
　

蔡
福
認
的
是
浪
子
燕
青
蔡
福
問

道
燕
小
乙
哥
你
做
甚
麽
燕
青
跪
在
地
下
擎
着
兩
行
珠
淚　

告
道
級
節
哥
哥
可
憐
見
小
人
的
主
人
盧
員
外
吃
屈
官
司
又
無
送
飯

的
錢
財
小
人
城
外
叫
化
得
這
半
罐
子
飯
權
與
主
人
充
饑
節
級
哥
哥
怎
地
做
箇
方
便
便
是
重
生
父
母
再
長
爺
娘
説
罷
　
淚
如
雨

下
拜
倒
在
地

	

【
徳
】		

蔡
福
起
身
出
離
牢
門
來
只
見
司
前
墻
下
轉
過
一
箇
人
來
手
裏
提
着
飯
罐
面
帶
憂
容　
　
　
　

蔡
福
認
的
是
浪
子
燕
青
蔡
福
問

道
燕
小
乙
哥
你
做
甚
麽
燕
青
跪
在
地
下
擎
着
兩
行
眼
淚　

告
道
節
級
哥
哥
可
憐
見
小
人
的
主
人
盧
員
外
喫
屈
官
司
又
無
送
飯

的
錢
財
小
人
城
外
叫
化
得
這
半
罐
子
飯
權
與
主
人
充
饑
節
級
哥
哥
怎
地
做
箇
方
便　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
罷
　
淚
如
雨

下
拜
倒
在
地

	

【
金
】		

蔡
福
起
身
出
離
牢
門
來
只
見
司
前
墻
下
轉
過
一
箇
人
來
手
裏
提
着
飯
罐
滿
面
掛
淚
［
夾
批
］
蔡
福
認
得
是
浪
子
燕
青
蔡
福
問

道
燕
小
乙
哥
你
做
甚
麽
燕
青
跪
在
地
下
眼
淚
如
抛
珠
撒
豆
告
道
級
節
哥
哥
可
憐
見
小
人
的
主
人
盧
員
外
喫
屈
官
司
又
無
送
飯

的
錢
財
小
人
城
外
叫
化
得
這
半
罐
子
飯
權
與
主
人
充
饑
節
級
哥
哥
怎
地
做
箇
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
不
了
氣
早
咽

住
爬
倒
在
地

	
	
	
	
	（
蔡
福
が
立
ち
あ
が
っ
て
牢
門
を
出
る
と
、
そ
こ
へ
役
所
の
塀
の
陰
か
ら
ひ
と
り
の
男
が
あ
ら
わ
れ
た
。
飯
の
入
れ
も
の
を
さ

げ
、
顔
じ
ゅ
う
涙
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
蔡
福
は
浪
子
の
燕
青
だ
と
知
り
、
尋
ね
た
。「
燕
の
哥あ
に
い

、
な
に
を
し
て
い
る
の
だ

ね
」
燕
青
は
地
面
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
涙
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
こ
ぼ
し
な
が
ら
訴
え
た
。「
牢
屋
の
お
頭
、
お
慈
悲
を
お
か
け
く
だ
さ
い

ま
し
。
わ
た
し
の
主
人
の
盧
の
旦
那
は
無
実
の
罪
で
苦
し
ん
で
お
い
で
に
な
り
ま
す
が
、
差
入
れ
の
お
金
も
な
い
あ
り
さ
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
し
が
城
外
で
乞
食
を
し
て
手
に
入
れ
ま
し
た
入
れ
も
の
に
半
分
の
飯
を
、
主
人
に
一
時
し
の
ぎ
に
食

べ
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
牢
番
の
お
頭
、
な
に
と
ぞ
ご
便
宜
を
お
は
か
ら
い
の
ほ
ど
を
…
…
」
し
ま
い
ま
で
い
い
お
わ
ら
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な
い
う
ち
に
、
嗚
咽
に
む
せ
ん
で
、
地
面
に
平
伏
し
た
。）

	

【
夾
批
】		

只
四
字
，
活
畫
出
屈
原
申
生
豫
讓
等
一
輩
人
。

	
	
	
	
	
	（

た
だ
こ
の
四
字
が
、
屈
原
・
申
生
・
予
譲
等
の
〔
よ
う
な
忠
心
の
篤
い
〕
姿
を
活
写
し
て
い
る
。）

〈
三－
三
〉
の
場
面
で
は
、
泣
き
描
写
及
び
そ
れ
に
連
な
る
表
現
に
お
い
て
三
箇
所
の
書
き
換
え
が
施
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
蔡
福

が
燕
青
と
顔
を
合
わ
せ
た
際
の
燕
青
の
描
写
で
、
容
本
・
徳
本
で
は
「
面
帶
憂
容
」
と
あ
る
が
、
金
本
で
は
「
滿
面
掛
淚
」
と
改
め
ら
れ

て
い
る
。
蔡
福
に
出
会
う
前
か
ら
主
人
へ
の
思
い
が
涙
と
し
て
溢
れ
出
る
燕
青
の
様
子
を
描
く
こ
と
で
、
燕
青
の
胸
の
内
の
苦
し
さ
が
よ

り
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
四
字
に
附
せ
ら
れ
た
評
語
に
は
屈
原
・
申
生
・
予
譲
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
燕
青
を
こ
れ
ら
三
者
に
擬
え
る

ほ
ど
、
金
聖
嘆
は
燕
青
の
「
忠
」
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
つ
目
は
燕
青
が
蔡
福
に
懇
願
す
る
際
の
泣
き
姿
の
描
写
で
あ
る
。
容
本
の
「
擎
着
兩
行
珠
淚
」
は
、
徳
本
で
は
「
擎
着
兩
行
眼
淚
」

に
、
金
本
で
は
「
眼
淚
如
抛
珠
撒
豆
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
金
本
の
み
明
ら
か
に
表
現
方
法
が
異
な
る
。
金
本
の
こ
の
比
喩
を
用

い
た
泣
き
の
表
現
は
容
本
・
徳
本
に
は
一
度
も
見
ら
れ
な
い
。

三
つ
目
の
改
変
箇
所
は
、
容
本
・
徳
本
「
説
罷
淚
如
雨
下
拜
倒
在
地
」
か
ら
金
本
「
説
不
了
氣
早
咽
住
爬
倒
在
地
」
と
書
き
換
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
金
本
の
燕
青
は
、
蔡
福
に
懇
願
し
な
が
ら
感
情
の
高
ぶ
り
を
抑
え
切
れ
ず
に
地
面
に
倒
れ
込
ん
で
し
ま
う
。
言
葉

を
言
い
終
え
ず
に
倒
れ
込
む
描
写
か
ら
は
、
盧
俊
義
を
心
配
す
る
燕
青
の
思
い
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
、
臨
場
感
が
増
す
。
ま
た
、「
拜
倒
」

か
ら
「
爬
倒
」
へ
の
書
き
換
え
も
施
さ
れ
、
そ
の
効
果
は
〈
三－

二
〉
と
共
通
す
る
。
容
本
・
徳
本
に
比
べ
て
、
金
本
で
は
燕
青
の
真
情

の
表
現
を
追
求
し
た
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
金
聖
嘆
は
燕
青
の
盧
俊
義
に
対
す
る
「
忠
」
の
強
調
を
意
図
し
て
、
泣
き
描
写
を
故
意
に
増
加
さ
せ
た
と
推
察
さ
れ

る
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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四　

そ
の
他
の
人
物
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変

こ
こ
ま
で
は
宋
江
と
燕
青
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
他
に
も
泣
き
描
写
の
改
変
が
行
わ
れ
た
人
物
は
存

在
す
る
。
武
松
三
箇
所
、
張
順
一
箇
所
、
李
逵
一
箇
所
、
索
超
・
楊
志
一
箇
所
の
計
六
箇
所
で
泣
き
描
写
の
追
加
が
施
さ
れ
た
。
こ
の
六

場
面
を
以
下
に
示
す
。

〈
四－

一
〉
武
松
が
武
大
の
霊
前
で
潘
金
蓮
を
殺
そ
う
と
す
る
場
面
〔
金
本
第
二
五
回
〕

	

【
容
】	

武
松
　
　
道
哥
哥
靈
魂
不
遠
兄
弟
武
二
與
你
報
仇
雪
恨

	

【
徳
】	

武
松
　
　
道
哥
哥
靈
魂
不
遠
兄
弟
武
二
與
你
報
讐
雪
恨

	

【
金
】		

	

灑
淚
道
哥
哥
靈
魂
不
遠
今
日
兄
弟
與
你
報
讐
雪
恨

	
	
	
	
	（

男
泣
き
に
泣
き
な
が
ら
、「
兄
さ
ん
、
そ
こ
ら
で
見
て
い
て
お
く
ん
な
さ
い
。
今
日
は
弟
の
お
れ
が
、
恨
み
を
晴
ら
し
て
あ

げ
ま
す
ぞ
」）

〈
四－

二
〉
武
松
が
武
大
の
霊
前
に
西
門
慶
と
潘
金
蓮
の
頭
を
捧
げ
る
場
面
〔
金
本
第
二
五
回
〕

	

【
容
】		

將
兩
顆
人
頭
供
養
在
靈
前
把
那
碗
冷
酒
澆
奠
了　

　
　
説
道
哥
哥
魂
靈
不
遠
早
生
天
界
兄
弟
與
你
報
仇
殺
了
奸
夫
和
淫
婦
今

日
就
行
燒
化

	

【
徳
】		

將
兩
顆
人
頭
供
養
在
靈
前
把
那
碗
冷
酒
澆
奠
了　

　
　
説
道
哥
哥
魂
靈
不
遠
早
生
天
界
兄
弟
與
你
報
讐
殺
了
奸
夫
和
淫
婦
今

日
就
行
燒
化

	

【
金
】		

將
兩
顆
人
頭
供
養
在
靈
前
把
那
碗
冷
酒
澆
奠
了
又
灑
淚
説
道
哥
哥
靈
魂
不
遠
早
生
天
界
兄
弟
與
你
報
讐
殺
了
姦
夫
和
淫
婦
今

日
就
行
燒
化

	
	
	
	
	（

ふ
た
つ
の
首
を
霊
前
に
供
え
、
ひ
と
碗
の
冷
酒
を
注
ぎ
な
が
ら
、
涙
を
流
し
て
い
っ
た
。「
そ
こ
ら
辺
で
迷
っ
て
い
る
兄
さ

ん
、
早
く
成
仏
し
て
お
く
れ
。
弟
の
お
れ
が
仇
を
討
っ
て
姦
夫
淫
婦
を
殺
し
て
や
り
ま
し
た
ぞ
。
今
日
す
ぐ
に
供
養
を
し
て
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成
仏
さ
せ
て
あ
げ
ま
す
ぜ
」）

〈
四－

三
〉
武
松
が
張
青
・
孫
二
娘
と
別
れ
る
場
面
〔
金
本
第
二
七
回
〕

	
【
容
】		

張
青
和
孫
二
娘
送
出
門
前
武
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
別
了
自
和
公
人　
　

投
孟
州
來

	

【
徳
】		
張
青
和
孫
二
娘
送
出
□
□
武
松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
別
了
自
和
公
人　
　

投
孟
州
來

	

【
金
】		
張
青
和
孫
二
娘
送
出
門
前
武
松
忽
然
感
激
［
夾
批
］
只
得
灑
淚　

別
了　
　
　
　

取
路
投
孟
州
來

	
	
	
	
	（

張
青
と
孫
二
娘
は
門
口
に
立
っ
て
見
送
っ
た
。
武
松
は
ふ
と
こ
み
あ
げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
、
涙
な
が
ら
に
別
れ
の
挨
拶
を

し
、
孟
州
へ
の
道
を
た
ど
る
の
だ
っ
た
。）

	

【
夾
批
】	�

上
東
京
時
，
嫂
嫂
不
送
出
門
前
，
還
有
哥
哥
送
出
門
前
也
。
到
得
配
孟
州
時
，
已
幷
無
哥
哥
送
出
門
前
。
天
下
爲
兄
弟
者
，

不
止
一
人
，
亦
有
如
是
之
怨
毒
者
乎
。
今
忽
然
於
路
旁
萍
水
之
張
青
夫
婦
，
反
生
受
其
雙
雙
送
出
門
前
。
親
兄
武
大
，
靈

魂
不
遠
，
今
竟
何
在
哉
。
忽
然
感
激
，
灑
出
淚
來
，
武
二
天
人
，
故
感
激
灑
淚
也
。
○
反
映
前
文
，
至
於
如
此
，
眞
正
才

子
，
萬
世
不
能
易
也
。

	
	
	
	
	
	（

東
京
に
向
か
う
時
、
潘
金
蓮
は
見
送
り
を
し
な
か
っ
た
が
、
武
大
は
見
送
っ
た
。
孟
州
に
配
属
さ
れ
る
時
に
は
、
武
大
が

見
送
り
を
す
る
こ
と
は
も
う
決
し
て
な
か
っ
た
。
天
下
の
兄
弟
と
い
う
も
の
に
は
、
武
松
一
人
に
限
ら
ず
、
同
じ
く
こ
の

よ
う
に
恨
み
を
持
っ
て
い
る
者
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
突
然
に
道
端
で
偶
然
出
会
っ
た
張
青
夫
婦
は
、
か
え
っ
て
わ
ざ

わ
ざ
二
人
と
も
見
送
っ
た
。
血
の
繋
が
っ
た
兄
で
あ
る
武
大
は
、
霊
魂
は
遠
く
離
れ
て
は
い
な
い
が
、
今
は
一
体
ど
こ
に

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
に
わ
か
に
感
激
し
、
涙
が
出
て
く
る
。
武
松
は
有
道
の
人
で
あ
る
た
め
、
感
激
し
て
涙
を
流
し
た
の

だ
。
〇
前
文
を
反
映
さ
せ
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
。
真
の
才
子
と
い
う
も
の
は
、
万
世
変
わ
り
よ
う
の
な
い
も
の
な
の
で

あ
る
。）

〈
四－

一
〉・〈
四－

二
〉
は
共
に
武
松
が
兄
武
大
の
霊
前
に
跪
く
場
面
で
あ
る
。
兄
の
霊
前
で
武
松
が
泣
く
描
写
が
加
わ
る
こ
と
で
、
武

松
の
兄
に
対
す
る
「
悌
」
の
篤
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
兄
を
失
っ
た
悲
し
み
、
仇
に
対
す
る
恨
み
、
仇
討
ち
を
果
た
し
た
嬉
し
さ
が
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入
り
混
じ
っ
た
涙
で
あ
る
。〈
四
―
三
〉
は
、
武
松
が
世
話
に
な
っ
た
張
青
・
孫
二
娘
夫
妻
と
別
れ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
忽
然
感
激

只
得
灑
涙
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
附
せ
ら
れ
た
評
語
か
ら
は
、
武
松
を
見
送
ら
な
か
っ
た
潘
金
蓮
、
も
う
見
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
武
大
と
、
出
会
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
見
送
り
を
し
た
張
青
夫
妻
の
違
い
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
場
面
に
泣
き
描
写
を
加
え
る
こ
と
で
、
容
本
・
徳
本
で
は
描
か
れ
な
い
武
松
の
内
面
に
渦
巻
く
恨
め
し
さ
を
表
面
化
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
場
面
で
武
松
と
張
青
夫
妻
の
間
の
「
義
」
の
精
神
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

〈
四－

四
〉
張
順
が
刑
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
宋
江
・
戴
宗
ら
と
再
会
し
た
場
面
〔
金
本
第
三
九
回
〕

	

【
容
】		

張
順
見
了
宋
江
喜
從
天
降
衆
人
便
拜
道

	

【
徳
】		

張
順
見
了
宋
江
喜
從
天
降　
　

便
拜
道

	

【
金
】		

張
順
見
了
宋
江
喜
從
天
降　
　

哭
拜
道
［
夾
批
］

	
	
	
	
	（

張
順
は
宋
江
に
会
っ
て
、
も
う
天
に
も
昇
る
心
地
で
あ
る
。
涙
な
が
ら
に
挨
拶
を
し
て
）

	

【
夾
批
】		

喜
從
天
降
四
字
下
，
却
接
哭
拜
二
字
，
直
寫
出
豪
傑
朋
友
神
理
來
。
俗
筆
如
何
能
有
一
字
。
〇
真
正
大
喜
，
未
有
不
哭
者
，

俗
子
安
得
知
之
，
才
子
則
知
之
耳
。

	
	
	
	
	
	（「

喜
從
天
降
」
の
四
字
の
下
に
、「
哭
拜
」
の
二
字
を
繋
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豪
傑
朋
友
の
奥
深
い
道
理
を
直
接
に
描

き
出
し
て
い
る
。
俗
筆
で
は
ど
う
し
て
こ
の
一
字
を
書
け
る
だ
ろ
う
か
。
〇
本
当
に
大
喜
び
し
て
、
泣
か
な
か
っ
た
者
は

今
ま
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
を
、
俗
人
は
ど
う
し
て
知
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
才
子
こ
そ
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。）

こ
の
夾
批
に
は
、
金
聖
嘆
は
喜
び
の
感
情
に
よ
っ
て
涙
を
流
す
こ
と
は
才
子
こ
そ
が
知
っ
て
い
る
と
あ
る
。
喜
び
の
描
写
に
更
に
泣
き

描
写
を
加
え
る
こ
と
で
張
順
の
心
の
動
き
を
よ
り
繊
細
に
描
こ
う
と
い
う
金
聖
嘆
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
の
改
変
に
よ
り
張
順
の

宋
江
に
対
す
る
「
義
」
の
精
神
が
強
調
さ
れ
る
。
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〈
四－

五
〉
李
逵
が
、
母
を
食
べ
た
虎
を
殺
し
、
偽
の
李
逵
（
李
鬼
）
を
殺
し
た
こ
と
を
兄
弟
に
話
す
場
面
〔
金
本
第
四
三
回
〕

	

【
容
】		

訴
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
娘
至
沂
嶺
被
虎
吃
了
因
此
殺
了
四
虎
又
説
假
李
逵
剪
徑
被
殺
一
事

　
　
　
　
　
　

衆
人
大
笑
晁
宋
二
人　

笑　
　
　
　

道
被
你
殺
了
四
個
猛
虎
今
日
山
寨
裡
又
添
的
兩
個
活
虎
上
山
正
宜
作
慶

	
【
徳
】		

訴
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
娘
至
沂
嶺
被
虎
喫
了
因
此
殺
了
四
虎
又
説
假
李
逵
剪
逕
被
殺
一
事

　
　
　
　
　
　

衆
人
大
笑
晁
宋
二
人　

笑　
　
　
　

道
被
你
殺
了
四
箇
猛
虎
今
日
山
寨
裏
又
添
得
兩
箇
活
虎　
　

正
宜
作
慶

	

【
金
】		
訴
説
假
李
逵
剪
徑
一
事
衆
人
大
笑
又
訴
説
殺
虎
一
事
爲
取
娘
至
沂
嶺
被
虎
喫
了　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
罷
流
下
淚
來
　
　
　
　
宋
江　
　

大
笑
［
夾
批
］
道
被
你
殺
了
四
箇
猛
虎
今
日
山
寨
裏
卻
添
得
兩
箇
活
虎　
　

正
宜
作
慶

	
	
	
	
	（

そ
こ
で
、
に
せ
李
逵
の
追
剥
の
一
件
を
物
語
る
と
、
一
同
は
ど
っ
と
笑
っ
た
。
さ
ら
に
虎
退
治
の
話
を
し
て
、
母
を
つ
れ
て

沂
嶺
ま
で
き
た
と
こ
ろ
虎
に
食
い
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
語
り
、
涙
を
流
し
た
。
宋
江
が
今
度
は
お
お
い
に
笑
い
な
が
ら
、

「
あ
ん
た
に
虎
が
四
頭
殺
さ
れ
て
、
今
日
は
こ
の
山
寨
に
生
き
た
虎
（
青
眼
虎
と
笑
面
虎
）
が
二
頭
ふ
え
た
と
い
う
勘
定
だ

な
。
ま
こ
と
に
め
で
た
い
こ
っ
た
」）

	

【
夾
批
】		

大
書
宋
江
大
笑
者
，
可
知
衆
人
不
笑
也
。
夫
娘
何
人
也
。
虎
喫
何
事
也
。
娘
被
虎
喫
，
其
子
流
淚
，
何
情
也
。
聞
斯
言
也
，

不
必
賢
者
而
後
哀
之
，
行
道
之
人
莫
不
哀
之
矣
。
江
獨
何
心
，
不
惟
不
能
哀
之
，
且
復
笑
之
。
不
惟
笑
之
而
已
，
且
大
笑

之
耶
。
天
下
之
人
莫
非
子
也
，
天
下
莫
非
人
子
，
則
莫
不
各
有
其
娘
也
。
江
而
獨
非
人
子
則
已
，
江
而
猶
為
人
子
，
則
豈

有
聞
人
之
娘
已
被
虎
喫
，
而
爲
人
之
子
乃
復
大
笑
。
江
誰
欺
，
欺
太
公
乎
。
作
者
特
於
前
幅
大
書
宋
江
不
許
取
娘
，
於
後

幅
大
書
宋
江
聞
虎
喫
娘
大
笑
，
所
以
深
明
談
忠
談
孝
之
人
，
其
胸
中
全
無
心
肝
，
爲
稗
史
之
儔
杌
也
。

	
	
	
	
	
	（
宋
江
が
大
笑
い
し
て
い
る
の
を
大
い
に
描
く
こ
と
で
、
皆
が
笑
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
母
と
は

誰
だ
。
虎
が
食
べ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
。
母
が
虎
に
食
べ
ら
れ
、
そ
の
息
子
は
涙
を
流
し
た
と
い
う
の
は
、
ど
う
い

う
感
情
な
の
か
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
必
ず
し
も
賢
者
が
後
に
こ
れ
を
悲
し
む
と
は
限
ら
な
い
が
、
道
行
く
人
が
こ
れ

を
哀
し
ま
な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ
宋
江
だ
け
は
何
を
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
悲
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
更
に
こ
れ
を
笑
っ
て
い
る
。
た
だ
笑
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
笑
い
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
天
下
の

人
に
子
で
な
い
者
は
い
な
い
。
天
下
に
人
の
子
で
な
い
者
は
い
な
い
と
は
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
に
母
が
い
な
い
者
は
い
な
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い
と
い
う
こ
と
だ
。
も
し
も
宋
江
ひ
と
り
が
人
の
子
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
仕
方
な
い
が
、
も
し
宋
江
が
人
の
子
で
あ
る
と

い
う
な
ら
ば
、
人
の
母
が
虎
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の
人
の
子
の
た
め
に
な
ん
と
大
笑
い
す
る
こ

と
が
ど
う
し
て
あ
ろ
う
か
。
宋
江
は
誰
を
欺
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
太
公
を
欺
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
作
者
は
わ
ざ

わ
ざ
先
に
宋
江
が
李
逵
の
母
を
迎
え
に
行
く
の
を
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
描
き
、
後
に
宋
江
が
李
逵
の
母
が
虎
に
食
べ

ら
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
大
笑
い
し
て
い
る
の
を
描
く
。
そ
の
た
め
忠
や
孝
を
深
く
語
る
人
は
、
そ
の
胸
中
に
は
全
く
心
と

い
う
も
の
が
な
く
、
小
説
に
お
け
る
悪
者
で
あ
る
。）

こ
れ
は
李
逵
が
母
の
死
の
経
緯
等
に
つ
い
て
話
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
容
本
・
徳
本
で
は
李
逵
の
感
情
描
写
は
描
か
れ
な
い
。
母
が
虎

に
食
べ
ら
れ
た
場
面
で
李
逵
は
涙
を
流
す
（
金
本
第
四
二
回
）
に
も
拘
ら
ず
、
こ
こ
で
は
涙
を
流
さ
な
い
の
で
あ
る
。
元
々
李
逵
が
宋
江

に
対
し
て
涙
を
流
し
て
母
を
迎
え
に
行
き
た
い
と
訴
え
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
金
聖
嘆
は
こ
こ
に
泣
き
描
写
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

更
に
そ
の
改
変
に
は
別
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
直
後
の
「
宋
江
大
笑
」
に
附
せ
ら
れ
た
夾
批
か
ら
分
か
る
。
李
鬼
を
殺
し
た
こ
と
話

し
て
皆
が
笑
っ
た
と
い
う
記
述
を
前
に
移
置
し
、
李
逵
の
涙
を
加
筆
し
た
直
後
に
宋
江
の
大
笑
い
を
描
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
宋
江
の
非
道

さ
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
笑
い
の
動
作
主
か
ら
晁
蓋
が
除
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
更
に
「
笑
」
か
ら
「
大
笑
」
に

改
め
る
こ
と
で
宋
江
の
非
道
さ
が
一
層
鮮
明
に
な
る
。
本
稿
で
は
泣
き
描
写
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
笑
い
描
写
に
対
す
る
改

変
も
論
ず
べ
き
点
が
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
四－

六
〉
索
超
が
梁
山
泊
入
り
す
る
場
面
〔
金
本
第
六
四
回
〕

	

【
容
】		

蓋
爲
朝
廷
不
明
縱
容
濫
官
當
道
汚
吏
專
權
酷
害
良
民
都
情
愿　

協
力
宋
江　
　

替
天
行
道
若
是
將
軍
不
棄
同
以
忠
義
爲
主

	
	
	
	
	
	
	
	　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

索
超
本
是
天
罡
星
之
數
自
然
輳
合
降
了

	

【
徳
】		

蓋
爲
朝
廷
不
明
縱
容
濫
官
當
道
汚
吏
專
權
酷
害
良
民
都
情
願　

協
助
宋
江　
　

替
天
行
道
若
是
將
軍
不
棄
同
以
忠
義
爲
主
楊

志
向
前
另
敘
一
禮
又
細
勸
了
一
番
索
超
本
是
天
罡
星
之
數
自
然
輳
合
降
了

	

【
金
】		

你
看
我
衆
兄
弟
們
一
大
半
都
是
朝
廷
軍
官
若
是
將
軍
不
棄
願
求
協
助
宋
江
一
同
替
天
行
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楊

（
15
）
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志
向
前
另
自
叙
禮
訴
説
別
後
相
念
兩
人
執
手
灑
淚
事
已
到
此
不
得
不
服

	
	
	
	
	（「

ご
覧
く
だ
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
は
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
朝
廷
の
軍
官
だ
っ
た
者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
も
し
将
軍
さ
え

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
わ
た
し
に
力
を
お
貸
し
に
な
り
、
い
っ
し
ょ
に
天
に
替
わ
っ
て
道
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
」

と
す
す
め
た
。
楊
志
も
進
み
で
て
挨
拶
を
す
る
と
、
一
別
以
来
ど
ん
な
に
な
つ
か
し
く
思
っ
て
い
た
か
を
訴
え
、
ふ
た
り
は

手
を
と
り
あ
っ
て
涙
を
流
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
こ
と
が
進
ん
で
し
ま
っ
て
は
、
従
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
。）

〈
四－

六
〉
は
索
超
が
梁
山
泊
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
仲
間
入
り
の
説
得
を
受
け
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
楊
志
が
登
場
す
る
の
は
、
楊
志

と
索
超
が
以
前
北
京
大
名
府
で
一
騎
打
ち
の
試
合
を
し
た
因
縁
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
索
超
と
誼
み
の
あ
る
楊
志
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で

索
超
を
入
山
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
金
本
で
は
両
者
の
親
し
さ
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
る
。
二
人
は
手
を
取
り
合
っ
て
涙
を
流
し
て

い
る
。
容
本
・
徳
本
で
は
索
超
は
天
罡
星
の
一
人
で
あ
る
た
め
に
自
然
と
入
山
し
た
と
す
る
が
、
金
本
の
索
超
は
楊
志
と
の
友
情
（「
義
」）

の
た
め
に
入
山
を
決
め
る
。
金
聖
嘆
は
索
超
の
入
山
に
繋
が
る
伏
線
（
索
超
と
楊
志
の
一
騎
打
ち
）
を
回
収
し
、
入
山
の
必
然
性
を
索
超

の
感
情
面
か
ら
裏
付
け
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宋
江
の
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変
は
宋
江
を
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
マ
イ
ナ
ス
方
向
の
改
変
で
あ
っ
た
が
、

燕
青
を
筆
頭
と
し
た
宋
江
以
外
の
人
物
の
泣
き
描
写
の
改
変
は
全
て
、
肉
親
・
仲
間
へ
の
思
い
の
強
さ
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
プ
ラ
ス
方

向
の
改
変
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

金
聖
嘆
の
改
変
は
様
々
な
意
図
に
よ
る
が
、
そ
の
中
に
は
物
語
展
開
を
矛
盾
な
く
自
然
な
も
の
に
す
る
意
図
、
或
い
は
登
場
人
物
の
言

動
に
臨
場
感
を
持
た
せ
る
意
図
が
あ
る
。
北
村
氏
論
文
や
熊
谷
氏
論
文
等
で
も
、
金
聖
嘆
が
改
変
に
よ
っ
て
臨
場
感
や
現
実
味
を
追
求
し

た
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
田
中
智
行
氏
は
、
金
聖
嘆
が
作
者
（
施
耐
庵
）
に
つ
い
て
、
自
ら
を
消
し
、
た
だ
た
だ
「
筆
性
」
に

従
っ
て
文
を
書
き
、
自
他
の
区
別
を
取
り
払
っ
て
そ
の
人
物
と
「
共
鳴
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
描
き
分
け
て
い
る
点
を
評
価
し
て
い
る
と

述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
者
自
ら
が
登
場
人
物
に
憑
依
し
て
綴
っ
た
と
い
う
金
本
に
お
い
て
金
聖
嘆
は
、
そ
の
言
動
一
つ
一
つ
に
作
者
の

考
え
る
そ
の
人
物
な
り
の
心
情
的
根
拠
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
よ
り
表
面
化
さ
せ
る
た
め
に
改
変
を
施
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

（
16
）

（
17
）

（
18
）
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感
情
的
・
心
情
的
裏
付
け
は
、
人
物
の
言
動
の
無
矛
盾
性
を
担
保
し
、
一
貫
性
を
補
強
し
、
同
時
に
臨
場
感
を
増
す
。

〈
二－

五
〉
や
〈
四－

五
〉
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
宋
江
と
李
逵
と
を
並
べ
立
て
る
点
に
つ
い
て
、
金
聖
嘆
は
「
読
第
五
才
子
書
法
」（
以

下
、「
読
法
」）
で
自
ら
言
及
し
て
い
る
。
金
本
に
は
序
文
の
後
に
「
読
法
」
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
は
『
水
滸
伝
』
の
「
読
み
方
」
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。「
読
法
」
に
は
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。

〈
四－

七
〉「
読
第
五
才
子
書
法
」

	
	

只
如
寫
李
逵
，
豈
不
段
段
都
是
妙
絶
文
字
，
却
不
知
正
爲
段
段
都
在
宋
江
事
後
，
故
便
妙
不
可
言
。
蓋
作
者
只
是
痛
恨
宋
江
奸
詐
，

故
處
處
緊
接
出
一
段
李
逵
朴
誠
來
，
做
箇
形
擊
。
其
意
思
自
在
顯
宋
江
之
惡
，
却
不
料
反
成
李
逵
之
妙
也
。（
略
）

	
	（

李
逵
の
描
写
は
、
な
ん
と
一
段
一
段
の
全
て
が
素
晴
ら
し
い
文
章
で
は
な
い
か
。
一
段
一
段
の
全
て
が
宋
江
の
話
の
後
に
置
か
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
言
葉
に
で
き
な
い
。
思
う
に
作
者
（
施
耐
庵
）
は
た
だ
ひ
ど
く
宋
江
の
権
詐
を
憎
ん
で
い
る
の
で
、

あ
ち
こ
ち
で
素
朴
で
誠
実
な
李
逵
の
話
と
く
っ
つ
け
て
、〔
宋
江
の
権
詐
を
〕
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
思
い

通
り
に
宋
江
の
悪
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
図
ら
ず
も
李
逵
の
素
晴
ら
し
さ
を
引
き
立
て
て
い
る
。（
略
））

〈
四－

五
〉
で
は
、
母
の
死
に
涙
を
流
す
李
逵
を
描
く
一
方
、
そ
の
直
後
に
大
笑
い
す
る
宋
江
を
描
写
す
る
。
そ
の
意
図
に
つ
い
て
は
先

に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
李
逵
の
「
孝
」・
純
真
さ
を
称
揚
し
、
宋
江
の
非
道
さ
を
露
呈
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
改
変
で
あ
ろ
う
。「
読

法
」
の
こ
の
一
段
か
ら
、
本
来
の
意
図
は
宋
江
を
貶
め
る
こ
と
に
あ
り
、
李
逵
に
対
す
る
称
揚
は
そ
れ
に
付
随
し
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。〈
二－

五
〉
の
評
語
に
宋
江
を
登
場
さ
せ
る
の
も
、
同
様
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
読
法
」
に
は
梁
山
泊
の
好
漢
に
対
す
る
評
価
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
評
価
は
「
上
上
」「
上
中
」「
中
上
」「
中
下
」「
下
下
」

の
五
段
階
で
表
さ
れ
る
。
泣
き
描
写
に
改
変
が
施
さ
れ
た
七
人
の
好
漢
に
つ
い
て
見
る
と
、「
下
下
」
と
最
低
評
価
を
下
さ
れ
た
宋
江
を
除

き
、
武
松
・
李
逵
・
楊
志
が
「
上
上
」、
索
超
が
「
上
中
」、
燕
青
・
張
順
が
「
中
上
」
と
い
う
高
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
マ

イ
ナ
ス
方
向
の
改
変
が
な
さ
れ
た
宋
江
に
は
最
低
評
価
を
、
プ
ラ
ス
方
向
の
改
変
を
施
し
た
そ
の
他
の
六
人
に
は
高
評
価
を
与
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
金
聖
嘆
の
人
物
評
価
と
泣
き
描
写
の
改
変
に
相
関
性
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
小
松



78慶應義塾中国文学会報　第４号

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

	
	

魯
智
深
・
李
逵
の
純
粋
さ
は
よ
り
純
粋
な
方
向
へ
、
宋
江
の
偽
善
性
は
よ
り
偽
善
的
な
方
向
へ
と
深
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
「
讀
法
」
に
お
い
て
金
聖
歎
が
提
示
し
た
方
向
へ
の
深
化
な
の
で
あ
る
。（
略
）
宋
江
の
描
写
の
書
き
換
え
は
、
深
化
と
い

う
よ
り
歪
曲
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
反
乱
者
の
否
定
と
い
う
金
聖
歎
が
主
張
す
る
も
う
一
つ
の
方
向
性
が
入
り
込
ん

だ
結
果
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
松
氏
は
、
人
物
像
の
改
変
（
深
化
及
び
歪
曲
）
を
意
図
し
た
金
聖
嘆
の
本
文
改
変
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
そ
の
人
物
へ

の
評
価
が
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
点
は
本
稿
の
調
査
に
よ
り
、
泣
き
描
写
の
改
変
に
お
い
て
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
ら
か
に
な
っ

た
。
人
物
評
価
と
泣
き
描
写
改
変
と
の
関
係
が
、
宋
江
に
は
「
権
詐
」
の
強
調
、
燕
青
に
は
「
忠
」
の
精
神
の
強
調
と
い
う
形
で
顕
著
に

表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
ま
で
金
本
の
泣
き
描
写
の
改
変
状
況
と
そ
の
効
果
や
意
図
を
論
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
考
察
に
は
テ
キ
ス
ト

異
同
以
上
の
も
の
を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
。「
泣
き
」
の
行
為
は
心
情
の
動
き
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
胸
の
内
に
湧

き
上
が
る
思
い
が
「
泣
き
」
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
そ
の
「
泣
き
」
は
、
言
葉
で
表
し
得
な
い
複
雑
な
思
い
の
代
弁
や
、
言
葉
と
は

裏
腹
の
真
情
を
秘
め
て
い
る
が
た
め
に
表
出
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
異
同
は
た
だ
単
な
る
言
語
的
異
同

を
超
え
た
、
そ
の
前
後
の
一
連
の
描
写
も
含
め
た
一
種
の
身
体
イ
メ
ー
ジ
の
改
変
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
〈
三－

三
〉

の
三
つ
目
の
改
変
が
そ
れ
で
あ
る
。
泣
き
描
写
或
い
は
泣
き
描
写
に
付
随
す
る
表
現
の
改
変
に
よ
っ
て
、
読
者
が
そ
の
人
物
の
様
子
を
金

聖
嘆
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
姿
と
よ
り
近
い
形
で
想
像
で
き
る
よ
う
誘
導
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
身
体
表
現
と
し
て
「
泣
き
」
を
捉

え
る
こ
と
は
金
聖
嘆
が
臨
場
感
の
あ
る
描
写
を
追
求
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
感
情
表
現
に
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
身
体
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
の
感
情
表
現
の
改
変
に
よ
り
、
読
者
が
そ
の
場
面
を
は
っ
き
り
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
描
写
に
対
す

る
共
感
或
い
は
反
感
の
感
情
が
生
じ
や
す
く
な
る
。
例
え
ば
〈
四－

五
〉
で
は
、
宋
江
を
泣
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
別
の
感
情
表
現
（
こ

こ
で
は
「
笑
い
」
で
あ
り
、「
笑
い
」
も
身
体
表
現
の
一
種
で
あ
る
）
を
用
い
た
。
こ
の
場
面
で
読
者
は
、
宋
江
に
対
し
て
違
和
感
や
嫌
悪

（
19
）（

20
）
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感
を
覚
え
た
だ
ろ
う
。
金
聖
嘆
は
感
情
表
現
の
改
変
に
よ
っ
て
人
物
像
も
改
変
し
た
が
、
彼
は
読
者
の
そ
の
人
物
に
対
す
る
好
悪
感
情
へ

の
影
響
を
も
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
臨
場
感
の
獲
得
は
、
同
時
に
読
者
か
ら
の
よ
り
鮮
明
な
共
感
・
反
感
の
獲
得
を
も
た
ら
す
の
で
あ

る
。

五　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
金
聖
嘆
本
の
泣
き
描
写
の
改
変
と
、
そ
の
意
図
や
効
果
の
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宋
江
の
泣
き
描
写
に
は
宋
江
の
「
権

詐
」
を
強
調
す
る
マ
イ
ナ
ス
方
向
の
改
変
が
、
燕
青
の
泣
き
描
写
に
は
燕
青
の
「
忠
」
を
強
調
す
る
プ
ラ
ス
方
向
の
改
変
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
両
者
の
ベ
ク
ト
ル
の
違
い
は
、
金
聖
嘆
の
人
物
評
価
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
金
聖

嘆
は
泣
き
描
写
の
改
変
に
よ
り
、
自
身
の
価
値
観
を
大
い
に
表
現
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
言
語
を
超
え
た
身
体
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
感
情

表
現
に
よ
る
、
臨
場
感
の
獲
得
へ
の
効
果
も
認
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
同
時
代
の
別
の
長
篇
白
話
小
説
に
目
を
移
す
と
、
泣
き
描
写
に
対
す
る
改
変
は
様
々
な
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
明
末
清
初
の
長
篇
白
話
小
説
批
評
と
言
え
ば
、
毛
宗
崗
批
評
『
三
国
志
演
義
』（「
毛
宗
崗
本
」）
や
、
張
竹
坡
批
評
『
金
瓶

梅
』（「
第
一
奇
書
本
」）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
更
に
は
『
西
遊
記
』
や
『
封
神
演
義
』
等
と
並
べ
て
論
じ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の

各
版
本
に
お
け
る
感
情
描
写
の
改
変
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
感
情
描
写
の
改
変
を
利
用
し
た
金
聖
嘆
の
批
評
手
法
が
他
の

批
評
家
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
や
、
そ
の
上
で
の
金
聖
嘆
及
び
金
本
の
位
置
付
け
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
泣
き
描
写
に
限
ら

ず
、
他
の
感
情
描
写
の
改
変
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
と
す
る
。

注

（
1
）	

本
稿
で
言
う
「
評
語
」
は
、
眉
批
、
夾
批
、
回
初
総
評
、
割
注
及
び
、「
序
一
」「
序
二
」「
序
三
」「
宋
史
綱
」「
宋
史
目
」「
読
第
五
才
子
書

法
」「
施
耐
庵
自
序
」
を
指
す
。

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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（
2
）	

張
国
光
『《
水
滸
》
与
金
聖
嘆
研
究
』（
中
州
書
画
社
、
一
九
八
一
年
）、
中
鉢
雅
量
『
中
国
小
説
史
研
究
―
水
滸
伝
を
中
心
と
し
て
―
』

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）、
小
松
謙
「
金
聖
歎
『
水
滸
傳
』
考
」（『
和
漢
語
文
研
究
』、
第
一
四
号
、
一
―
一
四
頁
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
）

等
。

（
3
）	

『
水
滸
伝
』
の
「
泣
き
」
を
論
じ
た
研
究
に
は
、
汪
遠
平
「《
水
滸
》
的
哭
態
描
写
」（『
吉
林
大
学
社
会
科
学
学
報
』、
一
九
八
五
年
第
一
期
、

五
一
―
五
七
頁
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
版
本
を
跨
い
だ
検
証
は
行
っ
て
い
な
い
。『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
「
泣
き
」
を
論
じ
た
も
の
は
、
吉

永
壮
介
「『
三
国
志
演
義
』
の
涙
の
力
学
」（『
藝
文
研
究
』、
第
一
〇
五
号
第
一
分
冊
、
二
三
―
四
〇
頁
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）
が
最
も
詳
し

く
、
井
波
律
子
『
中
国
の
五
大
小
説
（
下
）』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）、
金
文
京
『
三
国
志
演
義
の
世
界
【
増
補
版
】』（
東
方
書
店
、
二
〇

一
〇
年
）
等
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）	

金
聖
嘆
本
と
の
校
勘
に
は
、「
容
与
堂
本
」（
百
回
本
。
以
下
、「
容
本
」、「
容
」
と
略
称
）
と
「
徳
山
毛
利
本
」（
百
二
十
回
本
。
以
下
、「
徳

本
」、「
徳
」
と
略
称
）
を
用
い
、
以
下
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
。【
金
聖
嘆
本
】：『
第
五
才
子
書
施
耐
庵
水
滸
傳
』（
全
八
冊
、
中
華
書
局
、
一

九
七
五
年
）。【
容
与
堂
本
】：『
明
容
與
堂
刻
水
滸
傳
』（
全
四
冊
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）。【
徳
山
毛
利
本
】：
宮
内
庁
書
陵
部
所

蔵
本
を
筆
者
が
複
写
し
た
も
の
を
使
用
。
尚
、
本
稿
で
示
す
本
文
訳
は
金
本
を
底
本
と
す
る
佐
藤
一
郎
訳
『
世
界
文
学
全
集
水
滸
伝
』（
七
十
回

本
、
全
二
冊
、
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）
に
基
づ
き
、
評
語
訳
は
拙
訳
に
よ
る
。
そ
の
他
に
井
波
律
子
訳
『
水
滸
伝
』（
百
回
本
、
全
五
冊
、
講

談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）、
駒
田
信
二
訳
『
水
滸
伝
』（
百
二
十
回
本
、
全
八
冊
、
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
一
年
）
を
適
宜
参
照
し
た
。
金

聖
嘆
本
の
底
本
は
百
二
十
回
本
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
金
聖
嘆
が
泣
き
描
写
に
対
し
て
施
し
た
改
変
の
状
況
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
文

繁
本
中
最
古
の
完
本
で
あ
る
容
本
も
用
い
た
。

（
5
）	

嘆
き
表
現
や
比
喩
表
現
等
、
検
証
対
象
の
選
定
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
泣
く
こ
と
」
を
表
す
動
詞
の
み
を
対
象
と
し
た
。

（
6
）	

泣
き
描
写
の
出
現
回
数
を
数
え
る
際
、
回
名
や
会
話
文
中
、
詩
詞
中
の
泣
き
を
表
す
語
、
動
物
の
鳴
き
描
写
は
除
い
た
。
更
に
、
一
度
の
泣

き
描
写
の
中
に
何
度
も
同
じ
字
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
一
回
と
し
て
数
え
た
。
設
定
し
た
基
準
に
よ
っ
て
は
異
な
る
結
果
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）	

『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
「
忠
」「
義
」
及
び
「
忠
義
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
笠
井
直
美
「
隠
蔽
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
「
忠
義
」
―
『
水
滸
傳
』

の
「
忠
義
」
を
め
ぐ
る
論
議
に
關
す
る
一
視
點
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』、
第
四
四
集
、
一
七
二
―
一
八
六
頁
、
一
九
九
二
年
十
月
）、
荒

木
達
雄
「『
水
滸
伝
』
に
見
え
る
「
義
」
の
解
釈
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』、
第
一
三
号
、
二
二
―
四
八
頁
、
二
〇
一
〇

年
十
一
月
）
等
の
論
考
が
あ
る
。
笠
井
氏
は
『
水
滸
伝
』
の
「
忠
義
」
と
は
損
得
や
結
果
、
自
身
の
犠
牲
を
考
慮
せ
ず
、
他
人
の
た
め
に
力
を

尽
く
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
本
来
限
定
さ
れ
な
い
と
し
た
。
そ
の
対
象
は
大
ま
か
に
「
朝
廷
」「
仲
間
・
義
兄
弟
」「
一
般
人
・
弱
者
」
の

三
種
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
三
者
に
対
し
て
本
文
で
は
同
様
に
「
忠
義
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
と
氏
は
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
本
来
は
「
忠
」

「
義
」「
忠
義
」
と
い
っ
た
概
念
は
様
々
な
性
質
を
持
ち
、
一
義
的
な
定
義
付
け
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
朝
廷
や
主
人
に
対
す



81 金聖嘆本『水滸伝』の泣き描写と批評

る
忠
誠
」
を
「
忠
」、「
仲
間
や
義
兄
弟
に
対
す
る
誠
実
さ
」
を
「
義
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
8
）	

本
稿
で
扱
う
版
本
は
全
て
テ
キ
ス
ト
の
詳
細
な
「
文
繁
本
」
で
あ
る
が
、
明
代
当
時
、
文
繁
本
を
簡
略
化
し
た
「
文
簡
本
」
も
広
く
通
行
し

た
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
文
簡
本
（
調
査
に
は
「
評
林
本
」・「
劉
興
我
本
」・「
二
刻
英
雄
譜
」
を
使
用
）
に
は
文
繁
本
（
容
本
）
に
は
見

ら
れ
な
い
泣
き
描
写
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
宋
江
の
泣
き
描
写
の
追
加
が
最
も
多
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。
元
々
最
も
頻
繁
に
泣
く

宋
江
の
人
物
像
が
文
簡
本
で
は
更
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
追
加
が
宋
江
に
対
す
る
褒
貶
の
い
ず
れ
の
意
図
を
持
っ
た
も
の
な

の
か
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
9
）	

注
3
吉
永
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
毛
宗
崗
批
評
『
三
国
志
演
義
』（
以
下
、「
毛
宗
崗
本
」）
に
見
ら
れ
る
泣
き
描
写
の
改
変
に
は
、
毛
宗
崗

自
身
が
考
え
る
「
正
統
性
」
が
大
い
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
献
帝
か
ら
劉
備
へ
と
続
く
「
正
統
性
」
を
認
め
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、

「
哭
」
が
「
泣
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、「
正
統
性
」
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
例
え
ば
孫
権
の
泣
き
描
写
が
「
哭
」
に

改
め
ら
れ
、
劉
禅
の
「
泣
」
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、「
泣
」
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
吉
永
氏
は
、
毛
宗
崗
本
で
の
泣
き

描
写
の
改
変
に
毛
宗
崗
の
考
え
る
「
正
統
性
」
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
「
泣
」
を
「
正
統
性
」・「
優
位
性
」
の
高
い
も
の
と
し
て

意
識
的
な
字
句
の
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
毛
宗
崗
の
、
先
行
す
る
通
行
本
へ
の
批
判
精
神
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
通
行
本
に
反
発
心
を
抱
き
、
感
情
描
写
を
利
用
し
て
自
ら
の
思
想
を
表
現
し
た
点
で
、
明
末
清
初
の
長
篇
白
話
小
説
批
評

に
は
同
じ
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
10
）	

燕
青
の
徽
宗
皇
帝
に
対
す
る
泣
き
に
つ
い
て
、
注
3
汪
氏
前
掲
論
文
で
「
這
哭
，
説
是
為
梁
山
弟
兄
是
可
以
的
，
但
不
如
説
是
為
宋
江
、
為

盧
俊
義
―
為
〝
拡
大
〟
了
的
主
子
（
こ
の
泣
き
は
、
梁
山
泊
の
兄
弟
の
た
め
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
宋
江
や
盧
俊
義
の
た
め
―
「
拡
大
」

し
た
主
人
の
た
め
で
あ
る
と
言
っ
た
方
が
よ
い
）」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
五
四
頁
）。
汪
氏
の
指
摘
に
基
づ
け
ば
、
こ
の
場
面
で
の
泣
き
は
「
主
」

で
あ
る
宋
江
や
盧
俊
義
の
為
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
面
が
出
現
す
る
の
は
第
八
一
回
（
容
本
・
徳
本
）
で

あ
る
た
め
、
金
本
で
は
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	

燕
青
の
綽
名
「
浪
子
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
様
々
な
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
宋
子
俊
「
元
雑
劇
中
宋
江
和
燕
青
形
象
考
述
」（『
甘
粛
社
会
科

学
』、
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
、
六
四
―
六
七
頁
）
で
は
、
い
く
つ
も
例
を
挙
げ
て
「
浪
子
」
と
は
「
風
流
」
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
す
る
。

（
12
）	

金
本
に
見
ら
れ
る
比
喩
表
現
を
用
い
た
幾
つ
か
の
改
変
の
う
ち
、
宋
江
が
晁
蓋
の
霊
を
夢
に
見
た
場
面
（
金
本
第
六
四
回
）
を
例
に
挙
げ
る
。

	
	

　
　
【
徳
】		

宋
江
好
生
憂
悶
當
夜　
　

帳
中
伏
枕
而
臥
忽
然
隂
風
䬃
䬃
寒
氣
逼
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
江
擡
頭
看
時
只
見
天

王
晁
蓋
欲
進
不
進
叫
聲

	
	

　
　
【
金
】		

宋
江
悶
悶
不
樂
是
夜
獨
坐
帳
中　
　
　
　

忽
然
一
陣
冷
風
刮
得
燈
光
如
豆
風
過
處
燈
影
下
閃
閃
走
出
一
人
宋
江
擡
頭
看
時
却
是
天
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王
晁
葢
欲
進
不
進
叫
聲

	
	
		
	

　
　

	
	（

宋
江
は
心
が
ふ
さ
い
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
、
ひ
と
り
寝
床
の
な
か
で
う
と
う
と
と
し
て
い
る
と
、
に
わ
か
に
一
陣
の
冷

風
が
吹
い
て
き
て
、
燈
光
は
あ
た
か
も
豆
粒
の
よ
う
に
細
く
な
っ
た
。
風
が
吹
き
ぬ
け
る
と
、
火
影
か
ら
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
ひ
と

り
の
男
が
あ
ら
わ
れ
た
。
宋
江
、
頭
を
も
た
げ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
天
王
の
晁
蓋
で
、
近
づ
こ
う
と
し
な
が
ら
近
づ
か
ず
に
声
を

か
け
た
。）

	
	

金
本
の
比
喩
表
現
に
関
す
る
論
考
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。
金
聖
嘆
が
意
識
的
に
比
喩
表
現
を
用
い
た
か
否
か
等
に
つ
い
て
検
討
の
余
地

は
あ
る
が
、
金
本
全
篇
に
亘
る
検
証
を
必
要
と
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
。

（
13
）	

北
村
真
由
美
氏
は
「『
水
滸
傳
』
の
文
体
―
「
金
聖
嘆
本
」
の
讀
法
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
國
文
學
研
究
』、
第
二
七
期
、
一
二
〇
―
一

三
三
頁
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）、
一
二
六
―
一
二
八
頁
で
、
金
本
の
会
話
場
面
に
お
け
る
改
変
は
臨
場
感
溢
れ
る
表
現
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

る
と
指
摘
す
る
。

（
14
）	

熊
谷
祐
子
「
第
六
才
子
書
西
廂
記
（
金
聖
嘆
本
西
廂
記
）
の
特
質
―
そ
の
「
案
頭
書
」
化
に
つ
い
て
―
」（『
集
刊
東
洋
学
』、
第
四
六
号
、

二
九
―
四
三
頁
、
一
九
八
一
年
十
月
）
に
お
い
て
、
金
聖
嘆
は
『
西
廂
記
』
を
改
変
す
る
際
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に

現
実
味
を
付
加
し
よ
う
と
し
た
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）	

白
話
小
説
の
「
笑
い
」
の
研
究
に
は
、
汪
遠
平
「
百
種
情
懐
百
般
笑
―
《
水
滸
》
的
笑
態
描
写
」（『
遼
寧
大
学
学
報
』、
一
九
八
四
年
第
六

期
、
五
二
―
七
五
頁
）、
吉
永
壮
介
「『
三
国
志
演
義
』
の
「
笑
い
」
の
位
相
に
つ
い
て
」（『
藝
文
研
究
』、
第
一
〇
四
号
、
三
七
―
五
四
頁
、
二

〇
一
三
年
六
月
）
等
が
あ
る
。

（
16
）	

注
13
北
村
氏
前
掲
論
文
参
照
。

（
17
）	

注
14
熊
谷
氏
前
掲
論
文
参
照
。

（
18
）	

田
中
智
行
「『
金
瓶
梅
』
張
竹
坡
批
評
の
態
度
―
金
聖
歎
の
繼
承
と
展
開
―
」（『
東
方
学
』、
第
一
二
五
輯
、
七
二
―
八
九
頁
、
二
〇
一

三
年
一
月
）、
七
七
頁
参
照
。

（
19
）	

注
2
小
松
氏
前
掲
論
文
、
一
四
頁
参
照
。

（
20
）	

注
2
小
松
氏
前
掲
論
文
、
一
三
頁
に
は
「
第
五
十
八
回
後
半
以
降
、
第
六
十
四
回
ま
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
必
然
性
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
改
変

が
全
体
に
わ
た
っ
て
加
え
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
な
書
き
直
し
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
な
状
況
が
現
出
す
る
の
で
あ
る
。」
と
の
指

摘
が
あ
る
が
、
金
聖
嘆
の
燕
青
に
対
す
る
改
変
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
21
）	

詳
し
く
は
注
9
を
参
照
の
こ
と
。
毛
宗
崗
が
自
身
の
価
値
観
や
主
張
を
泣
き
描
写
を
通
じ
て
表
現
し
た
点
は
金
聖
嘆
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
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し
か
し
一
方
で
毛
宗
崗
本
の
改
変
の
よ
う
に
、
泣
き
を
表
す
字
句
に
特
定
の
意
味
を
持
た
せ
て
書
き
分
け
る
手
法
は
金
本
で
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
改
変
を
利
用
し
た
毛
宗
崗
の
批
評
手
法
は
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
22
）	
『
金
瓶
梅
』
の
「
詞
話
本
」・「
崇
禎
本
」・「
第
一
奇
書
本
」
各
版
本
の
泣
き
描
写
を
比
較
す
る
と
、
作
者
の
価
値
観
が
強
く
表
出
さ
れ
た
金
本

や
毛
宗
崗
本
ほ
ど
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
泣
き
描
写
の
効
果
に
着
目
し
た
改
変
や
評
語
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
、
崇
禎
本

は
第
八
五
回
の
回
名
を
改
変
し
て
い
る
。

	
	
		

　
【
詞
話
本
】　　
　
　
　
　

	

月
娘
識
破
金
蓮
奸
情　

薛
嫂
月
夜
賣
春
梅

	
	
		

　
【
崇
禎
本
・
第
一
奇
書
本
】	

呉
月
娘
識
破
姦
情　
　

春
梅
姐
不
垂
別
淚

	
	

崇
禎
本
の
作
者
は
、
薛
嫂
に
売
ら
れ
る
龐
春
梅
が
潘
金
蓮
等
と
の
別
れ
に
際
し
て
涙
を
流
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
読
者
に
龐
春
梅
が
涙

を
流
さ
な
い
こ
と
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
龐
春
梅
の
涙
の
有
無
に
つ
い
て
、
第
一
奇
書
本
の
第
八
五
回
回

初
総
評
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

	
	
		
	
	

夫
寫
春
梅
，
原
為
炎
涼
翻
案
，
故
用
特
寫
其
不
垂
別
泪
，
以
為
雪
中
人
放
聲
一
哭
也
。
一
部
炎
涼
大
書
，
而
有
一
不
垂
別
泪
之
人
，
宜
乎

為
炎
涼
之
翻
案
者
也
。
故
后
文
極
力
寫
其
盈
滿
，
總
為
作
者
有
此
不
肯
垂
下
之
泪
鬱
結
胸
中
故
耳
。

	
	
		
	
	（

そ
も
そ
も
春
梅
を
描
く
の
は
、
も
と
は
世
情
を
覆
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
彼
女
が
涙
を
流
さ
な
か
っ
た
と
わ
ざ
わ
ざ
書
い
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
が
も
し
雪
の
中
で
査
培
継
に
救
わ
れ
た
呉
六
奇
で
あ
れ
ば
声
を
あ
げ
て
泣
く
だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
一
冊
の
世
情
の
大
書

に
は
、
別
れ
の
涙
を
流
さ
な
い
人
が
い
る
の
だ
か
ら
、
世
情
を
覆
す
こ
と
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
故
に
後
半
は
そ
れ
が
充
満
す
る
よ

う
力
の
限
り
描
い
た
の
で
あ
り
、
総
じ
て
作
者
が
こ
こ
で
涙
を
流
さ
せ
ず
に
胸
の
内
を
鬱
結
さ
せ
て
い
る
理
由
な
の
で
あ
る
。）

	
	

龐
春
梅
を
「
世
情
を
覆
す
」
人
物
と
し
て
描
く
手
段
と
し
て
「
涙
を
流
さ
せ
な
い
」
描
写
を
行
っ
た
と
す
る
張
竹
坡
の
評
語
は
、
泣
き
描
写
の

人
物
像
形
成
へ
の
影
響
が
意
識
さ
れ
て
い
る
点
で
金
聖
嘆
と
共
通
す
る
。
更
に
は
、
後
の
第
八
九
回
で
呉
月
娘
と
再
会
し
た
龐
春
梅
が
涙
を
流

し
た
場
面
に
「
不
垂
別
泪
，
此
時
反
欲
垂
泪
矣
。（〔
潘
金
蓮
と
の
別
れ
の
際
は
〕
別
れ
の
涙
を
流
さ
な
か
っ
た
が
、〔
呉
月
娘
と
再
会
し
た
〕
こ

こ
で
は
反
対
に
涙
を
流
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。）」
と
の
評
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
張
竹
坡
が
龐
春
梅
の
涙
に
着
目
し
て
い
た
証
左

と
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、『
金
瓶
梅
』
に
お
い
て
も
泣
き
描
写
は
あ
る
程
度
の
効
果
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

（
23
）	

金
聖
嘆
と
毛
宗
崗
、
張
竹
坡
と
の
比
較
研
究
は
、
郝
朝
陽
「
情
節
与
〝
閑
筆
〟
―
毛
宗
崗
、
金
聖
嘆
小
説
結
構
観
念
比
較
」（『
鄭
州
大
学
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学
報
（
社
会
科
学
版
）』、
第
三
三
巻
第
五
期
、
八
七
―
八
九
頁
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）、
鄧
雷
／
許
勇
強
「
金
聖
嘆
与
張
竹
坡
評
点
比
較
研
究

―
以
《
水
滸
伝
》《
金
瓶
梅
》
重
畳
部
分
為
例
」（『
楽
山
師
範
学
院
学
報
』、
第
二
八
巻
第
四
期
、
一
四
―
一
七
・
二
五
頁
、
二
〇
一
三
年
四

月
）、
注
18
田
中
氏
前
掲
論
文
等
が
あ
る
。


